
　
が
ん
や
脳
卒
中
な
ど
の
医
療
を

地
域
で
完
結
さ
せ
る
「
２
次
医
療

圏
」は
都
道
府
県
ご
と
に
３
〜

、

全
国
で
は
３
４
４
カ
所
あ
り
ま

す
。
が
ん
に
つ
い
て
は
、
こ
の
２

次
医
療
圏
に
原
則
１
カ
所
以
上
の

「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
を

設
置
し
て
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て

も
格
差
の
な
い
治
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
な
体
制
を
整
備
し
て
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
地
域
間
の
格
差
が
想

像
以
上
に
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
次
医
療
圏

ご
と
に
「
が
ん
標
準
化
死
亡
比
」

を
算
出
し
た
調
査
で
大
き
な
差
が

見
ら
れ
た
の
で
す
。
標
準
化
死
亡

比
と
は
、
全
国
値
を
１
０
０
と
し

た
と
き
の
地
域
の
死
亡
の
度
合
い

を
示
す
数
値
で
、
年
齢
調
整
死
亡

率
と
同
じ
く
、
地
域
ご
と
の
年
齢

構
成
の
違
い
も
考
慮
し
た
も
の
で

す
。

　
男
性
で
最
も
数
値
が
高
か
っ
た

の
は
青
森
県
の
「
津
軽
地
域
」
で

全
国
平
均
よ
り

％
も
高
い
１
２

３
・
４
。最
も
低
い
長
野
県
の「
飯

伊
」
の

・
６
よ
り

・
８
㌽
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。東
京
で
は
、

隅
田
川
近
辺
の
「
区
東
部
」
（
墨

田
区
、
江
東
区
、
江
戸
川
区
）
、

「
区
東
北
」（
荒
川
区
、
足
立
区
、

葛
飾
区
）
な
ど
の
値
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
８
つ
の
２
次
医
療
圏
を
持
つ
大

阪
府
は
東
京
以
上
に
対
策
が
必
要

で
す
。
標
準
化
死
亡
比
を
み
る
と

男
性
で
は
８
医
療
圏
、
女
性
で
も

６
医
療
圏
が
ワ
ー
ス
ト

位
に
入

っ
て
い
ま
す
。

　
大
阪
市
は
１
つ
の
市
で
医
療
圏

と
な
る
大
都
市
で
す
が
、
女
性
の

標
準
化
死
亡
比
は
全
国
ワ
ー
ス
ト

２
位
の
１
１
７
・
２
、
男
性
で
は

ワ
ー
ス
ト
７
位
の
１
２
０
・
１
で

す
。
特
に
大
阪
市
は
「
超
過
死
亡

数
」
が
際
立
っ
て
多
い
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
の

地
域
の
死
亡
の
度
合
い
が
全
国
並

み
な
ら
ば
死
亡
し
な
か
っ
た
は
ず

の
人
数
で
、
大
阪
市
は
人
口
が
多

い
た
め
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
大
阪
市
の
男
性
の
超
過
死
亡
数

は
４
０
９
１
人
で
す
が
、
全
国
の

男
性
の
超
過
死
亡
数
の
な
ん
と

％
以
上
を
大
阪
市
が
占
め
て
い
ま

す
。
大
阪
市
は
喫
煙
率
が
高
く
、

検
診
受
診
率
が
低
い
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。

　
肺
が
ん
の
標
準
化
死
亡
比
は
、

男
性
で
は
全
国
平
均
の
１
・
３
倍
、

女
性
で
は
１
・
４
倍
で
す
。
肝
臓

が
ん
の
原
因
の
８
割
を
占
め
る
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
も
多

く
、
肝
臓
が
ん
の
死
亡
比
で
は
男

女
と
も
全
国
平
均
の
１
・
５
倍
に

上
り
ま
す
。

　
大
阪
市
に
は
が
ん
対
策
を
よ
り

積
極
的
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
東
京
大
学
病
院
准
教
授
）
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